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２
月
22
日
、
産
業
セ
ン
タ
ー
で
、

町
内
の
小
中
学
校
、
荒
砥
高
校
の

代
表
が
参
加
し
、
４
班
に
分
か
れ

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
話
し

合
い
を
す
る
「
子
ど
も
会
議
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
を
越
え

て
の
話
し
合
い
や
交
流
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
町
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
全
な
心
を
育
む
た
め
、
青

少
年
育
成
町
民
会
議
と
教
育
委
員

会
の
共
催
で
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

会
議
の
テ
ー
マ
は
「
も
っ
と
思

い
や
り
あ
ふ
れ
る
心
地
よ
い
白
鷹

町
に
す
る
た
め
に
」。初
め
に
、
特

殊
な
ゴ
ー
グ
ル
や
サ
ポ
ー
タ
ー
を

装
着
し
て
高
齢
や
身
体
の
障
が
い

に
伴
う
身
体
的
機
能
の
低
下
を
疑

似
体
験
し
、
高
齢
の
か
た
、
障
が

い
の
あ
る
か
た
が
日
常
生
活
で
困

っ
て
い
る
と
思
う
こ
と
を
話
し
合

い
ま
し
た
。
同
じ
よ
う
に
「
同
年

代
の
人
た
ち
」「
家
族
の
人
た
ち
」

「
地
域
の
人
た
ち
」が
困
っ
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
、
解
決

し
て
い
く
た
め
に
自
分
た
ち
が
で

き
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

普
段
は
気
づ
か
な
い
で
生
活
し

て
い
た
こ
と
に
少
し
の
思
い
や
り

が
あ
る
と
心
地
よ
く
生
活
で
き
ま

す
。
今
回
の
話
し
合
い
で
提
案
し

た
こ
と
を
み
ん
な
で
実
践
し
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

【
会
議
に
参
加
し
た
代
表
者
】

１
班

　
　

大
瀧　

恵
太
（
蚕
桑
小
）

　
　

赤
間　

英
生
（
蚕
桑
小
）

　
　

豊
嶋　

郁
吹
（
荒
砥
小
）

　
　

新
野　

健
太
（
東
根
小
）

２
班

　
　

樋
口　
　

愛
（
荒
砥
小
）

　
　

國
谷　

莉
那
（
鷹
山
小
）

　
　

髙
橋　

志
歩
（
鷹
山
小
）

　
　

鈴
木　

華
凛
（
東
根
小
）

３
班

　
　

丸
川
真
由
子
（
西　

中
）

　
　

齋
藤　

桐
子
（
西　

中
）

　
　

安
部　

美
聡
（
東　

中
）

　
　

齋
藤　

良
美
（
荒
砥
高
）

　
　

佐
藤　

晴
香
（
荒
砥
高
）

　
　

柳
生
未
帆
子
（
荒
砥
高
）

４
班

　
　

丸
川　

岬
太
（
西　

中
）

　
　

安
部
潤
一
郎
（
東　

中
）

　
　

竹
田　

了
礼
（
東　

中
）

　
　

大
木　

佳
純
（
荒
砥
高
）

　
　

樋
口　

悠
香
（
荒
砥
高
）
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■子ども会議の問い合わせ　教育委員会生涯学習係　☎85－6146
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近
年
、
全
国
的
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
「
空
き
家
」
に
つ
い
て
、

町
で
も
対
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

白
鷹
町
内
に
お
け
る
空
き
家
の
現
状
、
空
き
家
に
対
す
る
対
応

等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

居
住
者
の
高
齢
化
に
伴
い
子
ど

も
の
家
へ
の
転
居
や
福
祉
施
設
へ

の
入
居
、
相
続
は
し
た
が
居
住
し

な
い
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ

り
空
き
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
地
域
内
で
空
き
家
所
有

者
の
特
定
が
容
易
で
あ
っ
た
こ
と

や
、
所
有
者
側
に
「
隣
近
所
に
迷

惑
を
か
け
ら
れ
な
い
」
と
い
う
意

識
が
強
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
空

き
家
問
題
は
あ
ま
り
表
面
化
せ
ず
、

地
域
内
で
解
決
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
意
識

の
変
化
や
核
家
族
化
な
ど
に
よ
っ

て
、
空
き
家
の
所
有
者
の
特
定
が

地
域
で
は
困
難
に
な
っ
て
き
た
こ

と
や
、
所
有
者
の
適
正
管
理
意
識

が
薄
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
放
置
さ

れ
る
空
き
家
が
見
受
け
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
空
き
家
の
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
総
務
省
統
計
局
が

ま
と
め
て
い
る
「
住
宅
・
土
地
統

計
調
査
」
に
よ
る
と
、
平
成
20
年

現
在
で
の
空
き
家
数
は
７
５
７
万

戸
に
上
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
総
数

数
（
５
７
５
９
万
戸
）
に
占
め
る

割
合
は
13
．
１
％
で
、
お
よ
そ
８

件
に
１
件
が
空
き
家
と
い
う
状
況

で
す
。

　

ま
た
、
県
内
に
お
い
て
の
空
き

家
率
も
、
平
成
20
年
に
は
住
宅
総

数
（
約
43
万
２
７
０
０
戸
）
の
11

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
お
よ
そ
９

件
に
１
件
が
空
き
家
と
な
っ
て
い

る
状
況
で
、
そ
の
割
合
は
国
と
同

様
に
年
々
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
、

対
策
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
平
成
25
年
度
に
各
地

区
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
空
き

家
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
調
査

の
結
果
、
町
内
に
お
け
る
空
き
家

の
件
数
は
３
７
２
戸
で
、
町
全
体

の
住
宅
戸
数
（
約
４
７
３
０
戸
）

の
７
．
９
％
を
占
め
、
約
12
件
に

１
件
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

管
理
不
全
な
空
き
家
は
、
景
観

を
損
な
う
な
ど
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
建
物
の
倒
壊
や
落
雪
な
ど
で

近
隣
住
民
等
へ
損
害
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
空
き
家
の
所

有
者
が
知
ら
な
い
間
に
加
害
者
に

な
る
危
険
性
さ
え
あ
る
と
言
え
ま

す
。
さ
ら
に
、
管
理
不
全
な
空
き

家
が
あ
る
と
「
地
域
の
経
済
的
な

価
値
、地
域
活
力
が
低
下
す
る
」と

い
う
調
査
報
告
も
さ
れ
て
い
ま
す
。 　

こ
れ
ら
の
現
状
を
受
け
、
町
と

し
て
も
国
、
県
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
、
防
災
上
の
視
点
か
ら

の
危
険
な
状
態
の
空
き
家
へ
の
対

応
、
ま
た
、
利
活
用
に
向
け
た
検

討
研
究
、
条
例
設
置
へ
の
検
討
研

究
な
ど
、
総
合
的
な
空
き
家
対
策

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

は
、
町
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や

町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
空
き
家
の
地
区
別
割
合
】

＊
平
成
25
年
度
空
き
家
調
査
よ
り

【
空
き
家
率
の
推
移
】

＊
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
よ
り



5　

　

広
報
し
ら
た
か
及
び
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施
し
た
「
白
鷹
町

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条
例
（
案
）」
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
、
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

そ
の
内
容
と
ご
意
見
に
対
す
る
考
え
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
条
例
に
つ
い
て

▼
意
見　

　

条
例
に
、
空
き
家
等
の
「
定
期

的
な
管
理
」
を
促
す
工
夫
を
盛
る

こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
所
有

者
が
数
年
間
も
放
置
し
、「
危
険
物

件
」
と
な
る
こ
と
を
抑
止
す
る
こ

と
も
大
切
で
あ
る
。

▼
考
え
方

　

本
条
例
案
に
は
、「
所
有
者
等
は
、

空
き
家
等
が
管
理
不
全
な
状
態
に

な
ら
な
い
よ
う
、
常
に
適
正
に
維

持
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

と
定
め
、
所
有
者
等
の
責
務
を
規

定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
空
き

家
所
有
者
等
へ
広
く
周
知
し
、
適

正
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
啓
発
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

◆ 
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

▼
意
見　

「
相
談
で
き
る
窓
口
」
を
設
置
し
、

極
力
早
期
の
段
階
で
、
所
有
者
と

意
思
疎
通
が
図
ら
れ
る
措
置
を
と

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。
そ
の

際
の
窓
口
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

対
応
で
き
れ
ば
よ
り
良
い
と
思
う
。

　
▼
考
え
方

　

空
き
家
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
総
合
的
な
対
策
と
し
て
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
そ
の
場
合
の
相
談
窓
口

や
所
有
者
と
利
用
希
望
者
の
マ
ッ

チ
ン
グ
等
に
つ
い
て
、
住
民
の
か

た
や
民
間
事
業
者
に
も
ご
協
力
い

た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

よつば保育園は 4月から
　社会福祉法人白鷹会で設置運営します

　よつば保育園の運営については、平成21年
４月から指定管理者制度により運営をしてき
ましたが、委託期間の満了にあたり、平成26
年度以降の運営について検討した結果、民設
民営により運営していくこととなりました。
　設置運営を行う法人の選定については、地
域の皆さんや指定管理者である社会福祉法人
白鷹会との協議を進めた結果、保育の継続性
やこれまでの保育の実績から、社会福祉法人
白鷹会に担っていただくことに決定しました。
　町としては、今後も引き続き各保育園と連
携し、子どもたちの健やかな成長を目指して
保育サービスの充実に取り組んでいきます。

■問い合わせ　
　健康福祉課子育て支援係　☎86－0212

 
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
広
報
１
月
号
に
お
い

て
条
例（
案
）へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
の
募
集
を
行
い
、
３
月
の

条
例
制
定
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
現
在
、
国
に
お

い
て
空
き
家
法
案
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
状
況
を

ふ
ま
え
た
上
で
内
容
を
整
理
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
国
、
県
の
動
向
を
確

認
し
な
が
ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
伺
い
、
空
き
家
対
策
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
か
た
へ

　

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
か
た

は
、
定
期
的
に
空
き
家
の
状
況
を

確
認
し
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
空
き
家
に

不
法
侵
入
や
不
法
投
棄
等
異
常
が

あ
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
地
域
や

近
く
の
か
た
に
連
絡
先
を
伝
え
て

お
く
な
ど
、
不
安
軽
減
の
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係

　

☎
85

－

６
１
２
３



相　談　日 予約申込締切日

４月 23日（水） ４月 18日（金）

５月 28日（水） ５月 23日（金）

６月 25日（水） ６月 20日（金）

７月 23日（水） ７月 18日（金）

８月 27日（水） ８月 22日（金）

９月 24日（水） ９月 19日（金）

10 月 22 日（水） 10 月 17 日（金）

11 月 26 日（水） 11 月 21 日（金）

12 月 24 日（水） 12 月 19 日（金）

１月 28日（水） １月 23日（金）

２月 25日（水） ２月 20日（金）

３月 25日（水） ３月 20日（金）
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●相談は予約制です。締切日までに町民課戸籍年金係
　までお申し込みください。
●相談時間　午前10時～午後１時　※相談時間は30分
●相談会場　中央公民館　１階　文化実習室
※会場は都合により館内別室になる場合がありますの
　で、ロビーの案内板でご確認ください。

■申し込み・問い合わせ　町民課　戸籍年金係
　☎85－6129

　平成 26年４月分から国民年金第１号被保険者（自営業者、学生等）及び任意加入
被保険者の１カ月当たりの保険料が月額 15,250 円に変わります。

国民年金マスコット
ネッキーくん

＊学生納付特例の免除期間は年度毎で４月～翌年３月までです。
＊平成26年度の学生納付特例を申請するかたは、平成26年４月１日以降に役場町民
　課もしくは在学する大学等の窓口に申請してください。
（20歳のかたは誕生日の前日以降）
＊申請の際は、印鑑、在学証明書もしくは学生証（両面の写し）が必要です。

○国民年金の納付方法

　なお、まとめて前払いすると割引が適用される「前納割引制度」のほか、平成 26
年４月からは、「２年前納」が始まります。

▼相談は予約制となっております。締切日までに町民課戸籍年金係にお申し込みください。

■問い合わせ　米沢年金事務所　☎0238－22－4220
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①のかた…高齢受給者証は３月下旬に郵送します。
　　　　　４月から、受診する際は、この高齢受給者証を医療機関に提示してください。
　　　　　なお、高齢受給者証の一部負担割合欄の記載が変わります。
　　　　　『２割（平成26年３月31日までは１割）』→『２割（特例措置により１割）』
　　　　※現役並み所得者のかたは、４月以降も引き続き今までのものをお使いください。

②のかた…高齢受給者証は70歳になる誕生日の月（１日生まれのかたは誕生日の前月）の下旬に
　　　　　郵送します。

●有効期限は、平成26年７月31日までです。所得状況によって負担割合が変わるため、７月に負
　担割合を新たに判定し、７月中旬に再度お送りします。
●高額療養費制度の自己負担限度額は平成26年４月から変更される予定でしたが、据え置きにな
　ります。

■問い合わせ　町民課国保医療係　☎85－6130

　平成26年４月より、70歳から74歳までのかたの、医療機関や薬局での窓口負担割合が２割
負担になります。ただし、すでに70歳になっているかたの窓口負担割合については、特例措
置により、引き続き１割に据え置かれます。

※所得区分が現役並み所得
　者のかたは平成26年４月
　からも３割のままです。

①平成26年３月までに70歳に達した（昭和
19年４月１日までに生まれた）かた

②平成26年４月以降に70歳に達する（昭和
19年４月2日以降に生まれた）かた
変わるのは、70歳に達する誕生日の翌月（１
日生まれのかたは誕生日の月）から

平成26年３月まで 平成26年４月から

１割

２割

１割

平成26年４月から
変わります！

　

全部支給月額 一部支給月額

41,020円 9,680 ～ 41,010円

■問い合わせ　健康福祉課子育て支援係　☎86－0212

　この手当は物価の動向によって決められていますが、本来の手当額より1.7％高い水準になってい
ます。この水準を平成25年度から平成27年度の3年間で解消することになっており、平成26年度の
手当額は平成26年３月の手当より0.3％の引き下げとなります。

１級 ２級

49,900円 33,230円

▼児童扶養手当　月額 ▼特別児童扶養手当　障害等級と月額
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　軽自動車税は、４月１日現在で所有している軽
自動車など（原動機付自転車、軽自動車、小型特
殊自動車及び二輪の小型自動車）に対して、その
所有者に課税されます。そのため、平成26年３月
末までに廃車・名義変更の手続きをすると、平成
26年度軽自動車税は課税されません。今後使用す
る予定のない軽自動車などの廃車、名義変更手続
きは３月中にお済ませください。

▼原動機付自転車（125ＣＣ以下のバイク）
　及び小型特殊自動車（農耕用を含む）
…町役場税務出納課（４番受付）
　　　税務出納課町民税係　☎85－6132
▼軽二輪（126～250ＣＣ未満のバイク）及び
　軽三輪及び軽四輪
…最寄りの軽自動車協会
　（長井の西置賜自動車会館など）
　　　西置賜自動車会館　☎84－1327
▼二輪の小型自動車（250ＣＣ以上のバイク）
　及び旧大型特殊（農耕用）
…最寄りの運輸局・運輸支局
　（山形市の東北運輸局山形運輸支局など）
　　　山形運輸支局　☎023－686－4711
　　　西置賜自動車会館　☎84－1327
※持参するものなど詳しくは、お問い合わせくだ
　さい。

　　

　身体などに障がいのあるかたの軽自動車税の減
免は毎年申請が必要です。平成26年度の申請期間
は、納付書発送後から５月26日（月）（納期限の
７日前）までです。
※減免を受けることができる自動車は普通・軽自
　動車を含めて、障がいのあるかた１人につき１
　台です。
※障がいの種類や等級により該当にならない場合
　もありますので、詳しくは税務出納課町民税係
　までお問い合わせください。

　　　申請の際にお持ちいただくもの
　　①身体障害者手帳　　　②免許証
　　③軽自動車税の納付書　④印鑑

■問い合わせ　税務出納課町民税係　☎85－6132

軽自動車の手続き 後期高齢者医療保険料の
保険料率が変わります

保険料率 平成24・25年度 平成26・27年度

①所得割率 ７.52％ ７.84％

②均等割額
３万9,500円

３万9,500円
（変更なし）

③賦課限度額 55万円 57万円

④均等割保険料の軽減対象の拡充（低所得者の負担軽減）

　後期高齢者医療制度の保険料率は、医療費など
の推計をもとに２年ごとに見直しを行っています。
　平成26・27年度の保険料率は、平成24・25年
度と比べると医療費などの増加が見込まれること
から、次のように改定されます。

①…所得に応じて負担していただく分を算定する際の率
②…加入者が公平に負担していただく分
③…年間保険料の最高額
※保険料率の詳細は、７月に保険料額決定通知書と
　ともに送付されるリーフレットに記載されます。

もう一度ご確認ください
町税等の納め忘れはありませんか？

　平成25年度の町県民税・固定資産税（１～４
期）、軽自動車税（１期）及び国民健康保険税・
後期高齢者医療保険料・介護保険料（１～ 8期）
は、すでに納期限が過ぎています。
　納期限を一定期間以上経過しますと督促手数料
や延滞金が発生し、さらに納付額が増加すること
になります。
　お手持ちの納付書を再度ご確認のうえ、納期限
が過ぎているものがありましたら、お早めに納め
ていただきますようお願いします。
　なお、納付状況がわからない場合や納付書が見
つからない場合はお問い合わせください。

■問い合わせ　税務出納課収納係　☎85－6106

■問い合わせ　税務出納課町民税係　☎85－6132
　　　　　　　山形県後期高齢者医療広域連合会　
　　　　　　　☎0237－84－7100
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【ご注意】
①注射時は犬に逃げられないように、首輪をきちんと
　付けてください。また、必ず犬をしっかりと押さえ
　ることのできる飼い主が連れてきてください。
②登録していない犬は、この会場では予防注射を受け
　られません。犬を新しく飼われた場合や、飼い主が
　変わったり飼い主の住所が変わったときなどは、印
　鑑と登録手数料（新規登録は3000円）をお持ちのう
　え、事前に町民課くらし環境係に申請してください。
③ほかのワクチンなどの接種日が近くて心配な場合は、
　事前にかかりつけの獣医師にご相談ください。
④会場における飼い犬のフンなどは必ず飼い主が処理
　してくださるようお願いいたします。

　町内の道路や公園における、犬のフンの不始末について
の苦情が寄せられています。他人に不愉快な思いをさせる
だけでなく、  景観を損なうことにもつながります。散歩の
際はビニール袋などを携帯し、フンは必ず持ち帰りましょ
う。
　また、  町内において登録をしていない犬（未登録犬）が
見受けられます。  狂犬病予防のため、犬を飼った場合には
必ず登録をしましょう。
　犬の登録、犬や猫のフンの後始末も、  飼い主の重要な責
任です。飼い主の皆さんのご協力をお願いいたします。

飼い主の責任を忘れずに

　■問い合わせ　町民課くらし環境係　☎85－6131

　狂犬病予防法により、飼い犬には年１回の狂犬病予防
注射が義務づけられています。飼い主の責任として必ず
予防注射を受けましょう。

　千代田クリーンセンターくりえいと工房では、
循環型社会形成のため、粗大ごみとして搬入さ
れた自転車や家具を修理再生し、展示及び提供
を行っています。置賜在住のかたであればどな
たでも応募できますので、ぜひお越しください。

▼提供品　自転車10台、家具類５点（１回開
　催あたり予定数）
▼応募方法　備え付けの申込用紙による
▼時間　日曜・祝祭日を除く午前９時から午後
　４時まで
　ただし、土曜日と祝日が重なった場合は開館
　します。
▼料金　無料

■第１回（４・５月期）
・展示期間　４月２日 （水）～５月３日（土）
・公開抽選　５月13日（火）   午前10時
・引取期限　５月24日（土）
■第２回（６・７月期）
・展示期間　６月４日 （水）～７月５日（土）
・公開抽選　７月８日 （火）   午前10時
・引取期限　７月19日（土）
■第３回（８・９月期）
・展示期間　８月６日 （水）～９月６日（土）
・公開抽選　９月９日 （火）   午前10時
・引取期限　９月20日（土）
■第４回（10・11・12月期）
・展示期間　10月15日（水）～11月29日（土）
・公開抽選　12月２日 （火）午前10時
・引取期限　12月13日（土）

※１回の展示で１世帯につき自転車・家具それ
　ぞれ１つまで申し込みできます。１世帯で複
　数申し込みがあった場合は無効となります。
※１点に複数申し込みがあった場合は抽選とな
　ります。
※応募する際は身分証明書（運転免許証・健康
　保険証など）が必要になります。
※当選された場合、次回より年度内の応募はで 
　きません。
　（自転車に当選した場合は家具に、家具に当選
　した場合は自転車に応募できます。）

■問い合わせ　千代田クリーンセンター
　施設第２係　☎0238－57－4004

狂犬病の予防注射のお知らせ

【持ち物】　注射料3200円と通知のはがき
日曜日も実施します。
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　　　　項目

調査河川

水素イオン濃度

（pH）

生物化学的酸素要求量 

（BOD） mg/L
浮遊物質量
（SS）mg/L

溶存酸素量
（DO）mg/L

大腸菌群数　
MPN/100mL

荒砥川 7.9 1.1 5 9.0 54,000

貝生川 8.4 1.2 19 9.5 17,000

思　川 7.5 1.6 16 8.0 17,000

小鮎貝川 7.1 1.9 68 7.7 92,000

絹市川 7.6 1.4 36 7.9 35,000

八幡川 7.7 1.5 35 7.8 17,000

谷町川 7.2 1.3 36 8.9 13,000

水素イオン濃度

（pH）

生物化学的酸素要求量 

（BOD） mg/L
浮遊物質量
（SS）mg/L

溶存酸素量
（DO）mg/L

大腸菌群数　
MPN/100mL

荒砥川 7.7 0.8 2 11.4 3,300

貝生川 7.7 0.5 32 11.9 490

思　川 7.6 0.7 5 12.1 4,900

小鮎貝川 7.3 0.7 7 11.2 790

絹市川 7.4 0.7 4 11.3 2,400

八幡川 7.5 0.6 8 11.5 4,900

谷町川 6.9 1.4 8 11.0 2,600

　　　　項目

河川類型

水素イオン濃度

（pH）

生物化学的酸素要求量 

（BOD） mg/L
浮遊物質量
（SS）mg/L

溶存酸素量
（DO）mg/L

大腸菌群数　
MPN/100mL

ＡＡ 6.5 ～ 8.5 1以下 25以下 7.5以上 50以下

Ａ 6.5 ～ 8.5 2以下 25以下 7.5以上 1000以下
Ｂ 6.5 ～ 8.5 3以下 25以下 5以上 5000以下

Ｃ 6.5 ～ 8.5 5以下 50以下 5以上 －

Ｄ 6.0 ～ 8.5 8以下 100以下 2以上 －

Ｅ 6.5 ～ 8.5 10以下
　ごみ等の浮遊が　　
認められないこと 2以上 －

【
考
察
】　

　

調
査
結
果
を
み
る
と
、
８
月

に
つ
い
て
は
７
月
の
豪
雨
に
よ

る
泥
等
の
堆
積
に
よ
り
、
生
物

化
学
的
酸
素
要
求
量
や
浮
遊
物

質
量
、
大
腸
菌
群
数
が
高
く
な

っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

11
月
に
つ
い
て
は
、
各
河
川
と

も
泥
等
の
堆
積
が
減
り
、
安
定

し
た
状
態
に
戻
っ
た
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

水
質
調
査
の
結
果
と
し
て
は
、

大
腸
菌
群
数
を
除
き
、
ほ
ぼ
参

考
基
準
を
満
た
し
て
し
て
い
ま

し
た
。
大
腸
菌
群
数
が
高
く
な

る
要
因
と
し
て
は
、
動
物
の
糞

便
由
来
の
大
腸
菌
だ
け
で
な
く
、

土
壌
や
植
物
な
ど
自
然
界
に
由

来
す
る
菌
が
多
い
傾
向
に
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
調

査
結
果
で
は
、
生
物
化
学
的
酸

素
要
求
量
の
濃
度
が
継
続
し
て

参
考
基
準
を
超
え
た
地
点
が
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
お
む
ね

良
好
な
河
川
水
質
が
維
持
さ
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。　

■
問
い
合
わ
せ　

　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　

☎
85

－

６
１
３
１

　

今
年
度
、
町
内
の
河
川
７
カ

所
に
つ
い
て
、
水
質
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

調
査
時
期
は
8
月
と
11
月
の

年
2
回
、
採
水
場
所
は
い
ず
れ

の
河
川
も
最
上
川
に
合
流
す
る

手
前
の
地
点
で
す
。

　

調
査
結
果
は
表
の
と
お
り
で

す
。

◆
表
１　

平
成
25
年
８
月
27
日
調
査
結
果

◆
表
2　

平
成
25
年
11
月
25
日
調
査
結
果

◆
別
表
3　

生
活
環
境
の
保
全
に
関
す
る
環

境
基
準
環
境
（
河
川
）　

白
鷹
町
の
河
川
水
質
調
査
の

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

【表１】

【表２】

【別表３】

⬅参考基準

  調査を行った河川
には環境基準が設定
されていませんので、
白鷹町付近における
最上川の環境基準（A
類型）を参考とします。
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☎
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小学 4年男子
1 小野　亨太 荒砥 6'07
2 梅津　向希 鷹山 6'08
3 五十公野海輝 荒砥 6'16
4 羽田　七斗 鮎貝 7'11
5 梅津　太智 東根 7'15
6 遠藤　大希 東根 7'28

小学 4年女子
1 國谷　茉央 鷹山 5'27
2 髙橋はづき 鷹山 6'13
3 鈴木　紫音 鷹山 6'14
4 丸川　和紗 蚕桑 6'31
5 齋藤　帆香 東根 6'32
6 土屋ねねか 鷹山 6'41

小学 5年男子
1 竹田　悠馬 鷹山 6'09
2 穂積　　空 鷹山 7'28
3 樋口　　凱 蚕桑 8'03
4 藤守　京真 東根 8'05
5 小関　竜斗 鷹山 8'25
6 遠藤　直英 東根 9'34

小学 5年女子
1 小形　茉央 東根 9'25
2 菅　　杏子 鮎貝 9'55
3 庄司　叶花 鮎貝   10'44
4 横山　瑞季 鮎貝   11'01
5 渡部二千花 蚕桑   11'10
6 湯澤　泉実 東根   11'17

小学 6年男子
1 大滝　海斗 鷹山 6'07
2 髙橋　瑛祐 鷹山 6'28
3 大沼　亮輔 鮎貝 6'30
4 吉田　椋麻 鷹山 6'38
5 竹田　統哉 鷹山 6'44
6 髙田　　響 鷹山 6'46
6 紺野　拓海 鮎貝 6'46

小学 6年女子
1 吉田　愛果 鷹山 5'29
2 海老名美来 鷹山 6'09
3 國谷　莉那 鷹山 6'19
４ 今野璃夏子 鷹山 6'31
4 芳賀彩優花 鮎貝 6'31
６ 小林　咲葉 蚕桑 7'19

中学男子
1 髙田真亜稀 東中１年  6'07

９月第３日曜日　➡　平成26年度から９月23日（祝）

これまで、開催日を９月第３日曜日としてきた「白鷹若鮎マラソン大会」は、年度によ
っては残暑の高い気温の中で開催されてきたこともあり、熱中症等でランナーの体調が心
配されてきました。競技者をはじめとした関係者全ての『安全』を考え、開催日を改めて
検討した結果、上記のように変更になりましたので、その経過をお知らせします。

　町内各医師、町体育協会、町陸上競技協会、町内各小中学校、
交通安全協会蚕桑支部、各地区公民館、各地区社会体育振興会等、
町商工会、町観光協会、町スポーツ推進委員会、荒砥高等学校

・12月26日　第１回白鷹若鮎マラソン大会関係団体代表者会
・１月８日　 第２回町誕生記念地区対抗駅伝競走大会検討会
・１月31日　第48回白鷹若鮎マラソン大会第２回実行委員会

　誰が話し合ったの？

　いつ話し合ったの？　　　平成25年度は以下のとおり

・人命を第一に考えるべきなので、白鷹若鮎マラソン大会の開催期
　日はもっと涼しい季節に変更するべき。
・白鷹若鮎マラソン大会は「毎年9月第3週日曜日」に開催されて
　いる実績により、全国のランナーの認知度が高いことから、開催
　日の変更は反対。
・白鷹若鮎マラソン大会の開催日の変更に伴い、仮に町駅伝の開催
　期日も変更した場合、選手の確保をはじめとしたさまざまな支障
　が出てくるので、白鷹若鮎マラソン大会の開催日だけ変更をして
　ほしい。　

・これまでどおり、医療関係者のご協力をいただき、選手の健康面
　はもちろん、スタッフを含めた全ての大会参加者の『安全』を考
　えて開催したい。
・幅広い年齢層のたくさんのかたに参加いただくことが可能であ　
　り、かつ、安心して記録に挑戦していただくことができる大会に
　したい。

　どんな意見があったの？

　町教育委員会の考えは？

　以上の意見と、さまざまなな団体の行事等と照らし合わせた結
果、大会開催候補日として9月23日（祝日）と11月第２週日曜日に
絞られました。白鷹町における過去14年間の気象状況を調べたと
ころ、11月第２週日曜日は、一日の平均気温が10℃を下回るうえ、
雨天の日がほとんどであることから、大会参加者の身体的負担が大
きく、この日の開催は不適切と判断しました。よって、町駅伝に
ついてはこれまでどおり10月の体育の日の前の日曜日に開催とし、
若鮎マラソン大会は『９月23日（祝日・秋分の日）』に開催するこ
とと決定しました。　
※大会の要項は近日中に決定する予定です。皆さんのご参加をお待
　ちしています。

■問い合わせ　教育委員会生涯スポーツ係　☎85－6147
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大　回　転
順位 氏名 所属 タイム

小学１年男子
1 丸川　裕太 蚕桑 46"59
2 今野　正就 蚕桑 53"96
3 中村　雅楽 鮎貝 57"36
4 向田　花斗 東根 1'09''96
5 小形　武美 東根 1'15''57
6 青木洸太朗 鮎貝 1'20''08

小学１年女子
1 小形　葉月 東根 43"22
2 紺野　夢乃 東根 45"89
3 竹田　佳菜 鷹山 57"22
4 馬場眞結子 鮎貝 1'00''21
5 梅津　凜音 鷹山 1'01''60
6 鈴木　里菜 鮎貝 1'17''57

小学２年男子
1 海老名空来 鷹山 36"94
2 中村　飛和 東根 43"62
3 小形　勇気 東根 44"72
4 鈴木　遥人 鮎貝 44"87
5 海老名葉介 鷹山 44"96
6 高田　翔人 荒砥 45"03

小学２年女子
1 橋本ひらり 東根 46"85
2 紺野　美咲 鷹山 55"09
3 平　　彩乃 東根 1'02''88
4 打田　　蓮 荒砥 1'05''24
5 高橋　小雪 荒砥 1'23''72

小学３年男子
1 紺野　巧夢 東根 39"37
2 紺野　稜真 鷹山 39"40
3 齋藤　　至 鷹山 40"25
4 土屋　虹之 鷹山 41"80
5 衣袋　元基 東根 42"57
6 金田　琢夢 東根 43"93

小学３年女子
1 今　　思乃 鮎貝 39"36
2 國谷　美裕 鷹山 40"71
3 大滝　愛羅 鷹山 42"72
4 竹田　　澪 鷹山 43"82
5 丸川　鈴花 鮎貝 47"23
6 熊谷　咲希 荒砥 47"25

小学４年男子
1 大滝　覇功 荒砥 39"18
2 海老名巧太 荒砥 41"49
3 高橋　大翔 荒砥 43"71
4 梅津　向希 鷹山 45"08
5 紺野　淳志 東根 47"93
6 羽田　泰樹 鮎貝 48"26

小学４年女子
1 小形　歩花 東根 42"60
2 丸川　和紗 蚕桑 42"77
3 國谷　茉央 鷹山 44"23
4 廣居　千尋 鮎貝 45"99
5 今野　美空 蚕桑 46"09
6 海老名芽依 鷹山 46"11

小学５年男子
1 竹田　悠馬 鷹山 26"85
2 小関　竜斗 鷹山 28"17
3 穂積　　空 鷹山 29"28
4 横澤　健人 鮎貝 29"70
5 丸川　拓馬 鮎貝 29"74
6 樋口　　凱 蚕桑 29"87

小学５年女子
1 後藤　美桜 荒砥 39"79
2 小形　茉央 東根 45"91
3 横山　瑞季 鮎貝 48"21
4 今野　愛香 蚕桑 48"50
5 佐藤　彩香 鮎貝 50"34
6 伊藤　梨紗 鮎貝 50"50

小学６年男子
1 大沼　亮輔 鮎貝 22"80
2 青木　良音 蚕桑 24"71
3 渡部　　廉 荒砥 25"94
4 新野　光輝 蚕桑 26"19
5 大滝　海斗 鷹山 26"21
6 紺野　拓海 鮎貝 27"00

小学６年女子
1 海老名美来 鷹山 41"19
2 鈴木　理彩 荒砥 44"99
3 鈴木　涼己 蚕桑 47"23
4 今野璃夏子 鷹山 47"62
5 國谷　莉那 鷹山 47"98
6 芳賀彩優花 鮎貝 48"60

中学男子
1 海老名春来 東中２年 21"94
2 後藤　悠汰 東中２年 22"54
3 海老名　快 東中２年 22"89

中学女子
1 長澤　　桃 西中１年 23"14

一般男子
1 丸川　　丞 萩　野 21"81
2 小林　茂樹 横田尻 22"15
3 今　　周作 深　山 22"29

一般女子
1 高山寿美子 荒砥乙 25"14

シニア男子
1 川村　宗一 菖　蒲 21"67
2 渡部　正広 荒砥乙 22"64
3 漆山　健一 荒砥乙 22"67

回　　転
順位 氏名 所属 タイム

中学男子
1 海老名春来 東中２年 52"27
2 今　　躍作 西中１年 59"05
3 海老名　快 東中２年 1'00''94

中学女子
1 大滝　夏希 東中１年 56"33
2 長澤　　桃 西中１年 1'00''61

一般男子
1 岡部　健史 山　口 55"33
2 小林　茂樹 横田尻 56"55
3 海老名　洋 滝　野 58"26

一般女子
1 高山寿美子 荒砥乙 1'06''88

シニア男子
1 川村　宗一 菖　蒲 59"28
2 中川　　満 高　玉 1'00''98
3 加藤　則明 荒砥甲 1'01''00

クロスカントリー
順位 氏名 所属 タイム

小学 3年以下男子
1 紺野　稜真 鷹山３年 5'18
2 土屋　虹之 鷹山 3年 6'49
3 土屋　泉碧 東根３年 7'20
4 海老名空来 鷹山２年 7'49
5 熊坂　　玄 鮎貝３年 7'56
6 樋口　伯瑠 鮎貝３年 8'07

小学 3年以下女子
1 國谷　美裕 鷹山 3年 5'21
2 竹田　　澪 鷹山 3年 5'47
3 大滝　愛羅 鷹山 3年 6'04
4 今　　思乃 鮎貝 3年 7'36
5 中村　咲楽 鮎貝 3年 7'56
6 梅津　絢佳 東根 3年 8'24
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　２月11日、さくらの里文化伝承館（蚕桑
地区公民館）で高玉芝居の第10回定期公演
が行われました。演目は「三保の松風　し
ぶきの仁義」。 今回の公演が２回目となる
新しい役者さんも加わり、涙の中にも笑い
を誘う全４幕の人情劇に、約260人の観客
から大きな拍手が送られました。４月には、
県指定の天然記念物となった釜ノ越サクラ
の下の特設会場で上演が予定されています。
どうぞお楽しみに。

　町内の古典桜６本が新たに県の天然記念
物に指定されたことを祝って「しらたか結
桜」が荒砥駅舎に飾られています。ペット
ボトルを利用して制作された結桜は、夜に
はＬＥＤ電球が優しく光り、駅の利用者を
迎えています。白鷹の桜を愛する会、荒砥
駅資料館ボランティア会、フラワー長井線
白鷹会によって飾られました。たくさんの
観光客を迎える桜のシーズンに向けて町内
の各駅にも飾られる予定です。

　２月８日、白鷹町ふるさと森林公園内の
炭焼き窯で炭焼き体験会が開催され、町内
外から35人が参加しました。当日は雪が降
る中で、炭焼きの熱で暖をとりながら白炭
窯の見学や白炭の炭出し、飾り炭作り、竹
炭作りと多くの体験を行いました。中でも
炭焼き釜からの白炭の炭出しは、窯の中の
温度が1000℃近くになっているとの説明に
驚き、普段使うことのない道具の使い方に
苦戦しながらも楽しく体験できたようです。

　２月22日、東根小学校体育館で、モンテ
ディオ山形の育成普及コーチを招き、保育
園児と小学生を対象としたサッカー教室が
開催されました。子どもたちにサッカーを
好きになってもらいたいと白鷹町サッカー
協会とゆめスポしらたか「ＲＯ＊ＫＵ」が
企画。保育園児の部には女の子も参加し、
子どもたちは、ボール運びや蹴り方など基
本を教わった後、６人ずつのチームになり
試合形式でサッカーを楽しみました。

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

白
鷹
町
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
月

20
日
及
び
22
日
に
お
い
て
、
左
記

の
町
内
企
業
の
か
た
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
町
内
３
軒
の
世
帯
の
除

雪
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

◆
山
栄
測
量
設
計　

様

◆
鈴
木
工
務
店　
　

様

　

両
社
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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消
防
功
労
者
消
防
庁
長
官
表
彰

　
　
　
　
　
　
白
鷹
町
消
防
団

　

白
鷹
町
消
防
団
が
、
消
防
功
労

者
消
防
庁
長
官
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
白
鷹
町
消
防
団
は
、
昨

年
７
月
18
日
の
豪
雨
災
害
発
生
以

降
、
11
日
間
で
の
べ
１
３
６
３
人

の
団
員
が
水
防
作
業
や
二
次
災
害

へ
の
警
戒
に
あ
た
る
な
ど
、
昼
夜

を
問
わ
ず
町
民
の
安
全
確
保
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は
こ
れ
ま

で
に
経
験
の
な
い
大
災
害
に
お
い

て
、
迅
速
か
つ
適
切
な
活
動
が
評

価
さ
れ
、
こ
の
た
び
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
平
盛
和
団
長
は
「
団

員
一
人
ひ
と
り
が
高
い
士
気
の
も

と
に
活
動
し
た
。
受
賞
を
機
に
今

後
も
一
致
団
結
し
て
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
25
年
度

「
川
を
き
れ
い
に
す
る
児
童
図
画
」

　
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
者

　

最
上
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連

絡
協
議
会
で
は
、
小
学
校
児
童
を

対
象
に
、
最
上
川
水
系
に
お
け
る

水
質
汚
濁
防
止
に
関
す
る
広
報
活

動
の
一
環
と
し
て
「
川
を
き
れ
い

に
す
る
児
童
図
画
」
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
１
６
１

の
小
学
校
か
ら
２
８
１
５
点
、
町

内
か
ら
は
１
０
５
点
の
応
募
が
あ

り
、
６
点
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
ポ
ス
タ
ー
部
門
】

金
賞

　

　

菅　
　

唯
子
（
鮎
貝
小
３
年
）

銅
賞

　

大
木　

千
聖
（
荒
砥
小
５
年
）

　

大
沼　

亮
輔
（
鮎
貝
小
６
年
）

佳
作

　

沼
澤
の
ど
か
（
鮎
貝
小
５
年
）

　

後
藤　

美
桜
（
荒
砥
小
５
年
）

【
川
景
部
門
】

佳
作
　

　

菅　
　

杏
子
（
鮎
貝
小
５
年
）

■
問
い
合
わ
せ

　

建
設
水
道
課
管
理
係

　

☎
85
―
６
１
４
０

最
優
秀
賞 

 
 

　

渋
谷　

千
夏
（
荒
砥
高
２
年
）

　

「
ふ
る
さ
と
に　

い
の
ち
吹
き
込
む　

こ
の
一
票
」

優
秀
賞  

 

　

槌
谷　
　

楓
（
蚕
桑
小
１
年
） 

　

「
い
い
な
あ
せ
ん
き
ょ　

し
た
い
な
あ
」

　

遠
藤　

日
佳
（
東
根
小
５
年
） 

　

「
一
票
を　

決
め
る
あ
な
た
は　

主
人
公
」

　

槌
谷
明
日
香
（
西
中
１
年
） 

　

「
そ
の
一
票　

未
来
へ
続
く　

通
り
道
」

　

五
十
嶺
冴
耶
（
東
中
２
年
） 

　

「
創
ろ
う
よ　

明
る
い
未
来
を　

一
票
で
」

　

細
谷　

直
迅
（
東
中
３
年
） 

　

「
一
票
の　

重
み
を
考
え　

投
票
だ
」

　

岡
本　

千
尋
（
荒
砥
高
２
年
） 

　

「
自
分
か
ら　

地
域
を
支
え
る　

一
票
を
」

●
小
学
校
低
学
年
の
部

　

髙
橋　

真
希
（
東
根
小
１
年
）

　

中
川　

純
大
（
蚕
桑
小
２
年
）

　

新
野　

侑
希
（
鮎
貝
小
２
年
）

　

竹
田　

陽
翔
（
荒
砥
小
３
年
）

●
小
学
校
高
学
年
の
部

　

馬
場　

陵
斗
（
蚕
桑
小
４
年
）

　

平　

理
久
人
（
東
根
小
４
年
）

　

大
沼　

泰
成
（
蚕
桑
小
６
年
）

　

吉
田　

愛
果
（
鷹
山
小
６
年
）

●
中
学
１
年
の
部

　

茨
木　

天
真
（
東
中
）

　

小
林　

世
奈
（
東
中
）

　

菅
原　

和
泉
（
東
中
）

　

佐
藤　
　

駿
（
東
中
）

●
中
学
２
年
の
部

　

今
野
り
お
ん
（
西
中
）

　

中
野　

里
菜
（
西
中
）

　

安
部
潤
一
郎
（
東
中
）

　

安
久
津
奈
々
（
東
中
）

●
中
学
３
年
の
部

　

佐
藤　

功
基
（
西
中
）

　

加
藤　

南
斗
（
東
中
）

　

伊
淵　

一
希
（
東
中
）

　

梅
津　

秋
平
（
東
中
）

●
高
校
の
部

　

佐
藤　

晶
穗
（
荒
砥
高
１
年
）

　

梅
津　

桐
里
（
荒
砥
高
１
年
）

　

紺
野　

瑞
穂
（
荒
砥
高
１
年
）

　

白
田　

秀
喜
（
荒
砥
高
３
年
）

入
　
選

　
平
成
25
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
標
語
入
賞
者

第26期十王囲碁名人戦

２月11日　十王地区公民館
第１位　大友　雅彦（五段）南陽市
第２位　五十峯　隆（六段）十　王
第３位　島津　紘恵（六段）南陽市
第４位　小松　行信（五段）荒砥甲
第５位　本田　正義（六段）南陽市
第６位　平吹　晴彦（六段）南陽市

　３月２日　荒砥高校体育館
第１位　あらとＮ－ＯＮＥ　   （荒砥）
第２位　Ｔ . Ｓ . Ｃはなかっぱ（荒砥）
第３位　Ｔ . Ｓ . Ｃももかっぱ（荒砥）
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vol.44
　

春
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
新

生
活
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
り
た
て
の
若
者
は
、

社
会
的
経
験
が
少
な
く
、
悪
質
商

法
や
詐
欺
に
対
す
る
知
識
を
あ
ま

り
持
っ
て
い
な
い
た
め
「
だ
ま
し

や
す
い
人
」
と
し
て
標
的
に
さ
れ

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
６
つ
の
項
目
は
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い

人
の
特
徴
で
す
。

①
「
無
料
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
い

　

う
言
葉
に
弱
い

↓
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
詐
欺
や
無
料
商

　

法
の
手
口
に
注
意
！

②
な
ん
で
も
律
儀
に
対
応
し
て
し

　

ま
う

↓
架
空
請
求
や
サ
ク
ラ
商
法
、
フ

　

ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
の
手
口
に
注

　

意
！

③
考
え
る
よ
り
も
先
に
行
動
す
る

　

方
だ

↓
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
詐
欺
の

身
に
つ
け
て
お
き
た
い
！
　
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え

　

手
口
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

　

の
返
品
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

④
目
先
の
こ
と
に
集
中
す
る
と
周

　

り
が
見
え
な
く
な
る

↓
無
料
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
や
賃

　

貸
住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

⑤
向
上
心
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が

　

強
い

↓
サ
イ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
商
法
や
マ
ル

　

チ
商
法
の
手
口
に
注
意
！

⑥
強
く
出
ら
れ
る
と
自
分
の
意
見

　

が
言
え
な
く
な
る

↓
デ
ー
ト
商
法
や
ア
ポ
イ
ン
ト
メ

　

ン
ト
セ
ー
ル
ス
、
キ
ャ
ッ
チ
セ

　

ー
ル
ス
に
注
意
！

　　

誰
に
で
も
、
悪
質
商
法
や
詐
欺

の
被
害
に
あ
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

だ
ま
さ
れ
な
い
た
め
に
は
、
手
口

を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
知
識

を
身
に
つ
け
、
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然

に
防
ぎ
、
問
題
に
直
面
し
た
と
き

の
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法
を
普
段
か
ら

意
識
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー　

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

｢  

や
さ
し
さ
を

　
の
せ
て
走
ろ
う

山
形
路
」

　

交
通
ル
ー
ル
に
不
慣
れ
な
新
入

学
児
の
通
学
が
始
ま
り
、
新
社
会

人
は
活
動
が
活
発
に
な
る
時
期
で

す
。
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

◇
実
施
期
間

4
月
6
日（
日
）〜
4
月
15
日（
火
）

◇
運
動
の
基
本

「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止
」

◇
運
動
の
重
点

１
．
道
路
横
断
時
と
交
差
点
に
お

け
る
交
通
事
故
防
止
（
横
断
歩
行

者
保
護
意
識
の
徹
底
）

２
．
飲
酒
運
転
の
根
絶

３
．
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

４
．
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

（
特
に
、
自
転
車
安
全
利
用
５
則

の
周
知
徹
底
）

 

自
転
車
安
全
利
用
５
則

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩

　

道
は
例
外

②
車
道
は
左
側
を
通
行

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

　

寄
り
を
徐
行

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

・
飲
酒
運
転
・
二
人
乗
り
・
並
進

の
禁
止

・
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

・
交
差
点
で
は
信
号
遵
守
と
一
時

停
止･
安
全
確
認　

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

安
全
横
断
５
則

①
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

②
道
路
の
端
で
必
ず
立
ち
止
ま
る

③
右
左
の
安
全
を
確
か
め
る

④
安
全
を
確
か
め
た
ら
、
ま
っ
す

　

ぐ
さ
っ
さ
と
渡
る

⑤
横
断
中
も
右･

左
の
車
の
動
き

　

に
気
を
配
る

飲
酒
運
転

｢

し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
ゆ
る
さ
な
い｣

飲
酒
運
転
は
同
乗
者
と

　
　
提
供
者
も
厳
罰
さ
れ
ま
す

▼
飲
酒
運
転
を
す
る
お
そ
れ
の
あ

る
人
に
酒
や
車
を
提
供
し
た
り
、

飲
酒
運
転
者
の
車
に
同
乗
す
る
の

も
犯
罪
行
為
で
す
。

飲
酒
運
転
者

車
両
同
乗
者

⇦
酒
類
提
供
者

車
両
提
供
者

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課
く
ら
し
環
境
係

　
　
　
　
　
　

☎
85

－

６
１
３
１

長
井
警
察
署　

☎
84

－

０
１
１
０

白
鷹
西
駐
在
所
☎
85

－

２
０
２
９

白
鷹
東
駐
在
所
☎
85

－

２
０
４
６

５
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万

以
下
の
罰
金
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認
知
症
の
原
因
に
も
な
る
生
活

習
慣
病
は
、
毎
日
の
生
活
の
積
み

重
ね
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
ま

す
。
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
自
分
ら
し
い
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
認
知
症
の

予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

食　

事

◆
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う

　

塩
分
や
糖
分
の
取
り
過
ぎ
は
高

血
圧
や
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生
活

習
慣
病
を
招
き
ま
す
。

◆
魚
類
、
特
に
青
魚
を
食
べ
ま
し

ょ
う

　

魚
を
食
べ
て
い
る
人
と
ほ
と
ん

ど
食
べ
て
い
な
い
人
で
は
認
知
症

の
発
症
に
差
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
青
魚
に
含
ま
れ
る
不
飽

和
脂
肪
酸
は
血
液
の
流
れ
を
よ
く

し
、
脳
の
神
経
細
胞
の
伝
達
を
よ

く
し
ま
す
。

◆
野
菜
は
毎
日
し
っ
か
り
食
べ
ま

し
ょ
う

　

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
Ｅ
、
βベ
ー
タ
カ
ロ
チ

ン
な
ど
の
抗
酸
化
作
用
が
認
知
症

予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

◆
よ
く
噛
ん
で
腹
８
分
目
を
心
が

け
ま
し
ょ
う

　

よ
く
噛
む
こ
と
で
、
脳
に
刺
激

が
与
え
ら
れ
る
ほ
か
、
唾
液
の
分

泌
を
促
し
て
消
化
を
助
け
、
満
腹

中
枢
を
刺
激
し
て
食
べ
過
ぎ
を
防

ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

運　

動

◆
有
酸
素
運
動
を

取
り
入
れ
ま
し
ょ
う

　

運
動
習
慣
が
あ
る
人
は
認
知
症

の
発
症
率
が
低
い
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
特
に
有
酸
素
運
動
は

脳
の
血
流
が
良
く
な
り
ま
す
。
血

流
が
良
く
な
る
と
よ
り
多
く
の
酸

素
が
取
り
込
も
う
と
し
て
脳
は
活

性
化
し
ま
す
。

■
認
知
症
や
介
護
予
防
事
業
に

　

つ
い
て
の
相
談
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
地
域
包
括
支
援

　

セ
ン
タ
ー　

☎
86

－

０
１
１
２

測
定
限
界　

　
　

０
・
３
５
〜
０
・
６
５
Ｂ
ｑ

　
　
（
ベ
ク
レ
ル
）／
㎏
以
下

▼
期
間　

　

２
月
20
日（
木
）
〜
26
日（
水
）

　

い
ず
れ
の
保
育
園
も
、
放
射
性

ヨ
ウ
素
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
も

に
不
検
出
で
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
86

－

０
２
１
２

  ２月の町長交際費 　平成26年２月に支出された町長
　交際費についてお知らせします。

■問い合わせ　
　総務課総務係　☎85－6120

　

発
電
用
施
設
の
周
辺
地
域
に
お

け
る
公
共
用
施
設
の
整
備
等
を
促

進
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を

図
り
、
発
電
用
施
設
の
設
置
及
び

運
転
の
円
滑
化
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
経
済
産
業
省
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
所
管
の
発
電
立
地

地
域
対
策
交
付
金（
４
４
０
万
円
）

が
、
ひ
が
し
ね
保
育
園
運
営
費

（
平
成
25
年
度
運
営
費
の
一
部
と

し
て
）
に
充
当
さ
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
企
画
室

企
画
調
整
係　

☎
85

－

６
１
２
３
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〜
県
立
荒
砥
高
等
学
校
〜

　

2
月
1
日
、
白
鷹
町
産
業
セ
ン

タ
ー
で
、
２
年
生
の
就
業
体
験
活

動
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

校
で
は
、
普
通
科
な
が
ら
、
白
鷹

町
教
育
委
員
会
と
町
内
各
企
業
の

ご
協
力
の
も
と
、
2
年
次
に
就
業

体
験
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
で
13
年
目
と
な
る
伝
統
的
な

行
事
で
す
。
発
表
会
に
は
、
就
業

体
験
受
け
入
れ
事
業
所
の
か
た
が

た
を
始
め
多
く
の
か
た
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

2
年
生
60
名
は
、
体
験
し
た
職

種
ご
と
に
14
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
体
験
の
内

容
の
ほ
か
、
体
験
を
踏
ま
え
て
の

学
校
生
活
で
の
目
標
、
努
力
し
て

の
結
果
、
さ
ら
に
今
後
は
ど
う
し

２
年
生
が
就
業
体
験
活
動
を
発
表

た
い
か
な
ど
、
１
年
間
を
通
し
て

有
意
義
な
学
び
と
な
っ
て
い
る
様

子
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
き
っ
と
、

進
路
選
択
や
進
路
実
現
の
た
め
に

大
き
な
力
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
就
業

体
験
活
動
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
感

謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
次
回
「
ス
タ
ー
ト
」
三
月
二
十
五
日
ま
で
。
　
「
歩
」
四
月
二
十
五
日
ま
で
。

　
白
鷹
町
大
字
荒
砥
甲
八
三
三
番
地
　
白
鷹
町
役
場
総
務
課
企
画
室
情
報
係
　 

宛

▲２年生の就業体験活動発表会

　

総
合
学
科
１
年
次
生
に
よ
り
、

自
分
の
生
き
方
や
進
路
を
考
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
産
業
社
会

と
人
間
」
で
の
学
習
の
発
表
会
が

2
月
21
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
は
、
５
〜
６
名
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、「
職
業
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
」、「
地
域
学
習
」、「
上
級
学
校

見
学
」
な
ど
担
当
分
野
に
関
し
て
、

学
ん
だ
こ
と
、
反
省
点
、
次
年
度

の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
ま

し
た
。
人
前
で
発
表
す
る
こ
と
に

緊
張
し
な
が
ら
も
、「
２
年
次
、
３

年
次
の
学
び
に
結
び
つ
け
、
良
き

社
会
人
と
し
て
、
地
域
の
有
用
な

人
材
と
し
て
は
ば
た
け
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い
。」
と
い
う
年
次
主

任
の
講
評
に
、
気
を
引
き
締
め
て

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

総
合
学
科
１
年
次
生
が
「
産
業
社

会
と
人
間
」
で
の
学
習
を
発
表
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【
一
般
の
部
】

最
優
秀
賞

　

岩
手
県
二
戸
市

優
秀
賞

山
形
県
村
山
市

宮
城
県
仙
台
市

佳
作

　

山
形
県
東
根
市

山
形
県
山
形
市

東
京
都
荒
川
区

岡
山
県
苫
田
郡

山
形
県
南
陽
市

入
選

　

山
形
県
山
形
市

山
形
県
南
陽
市

山
形
県
米
沢
市

東
京
都
新
宿
区

山
形
県
山
形
市

山
形
県
白
鷹
町

山
形
県
山
形
市

東
京
都
練
馬
区

山
口
県
熊
毛
郡

　

宮
城
県
黒
川
郡

山
形
県
山
形
市

山
形
県
寒
河
江
市

東
京
都
練
馬
区

　

山
形
県
山
形
市

東
京
都
新
宿
区

千
葉
県
八
千
代
市

山
形
県
米
沢
市

山
形
県
白
鷹
町

山
形
県
山
形
市

山
形
県
大
江
町

埼
玉
県
川
口
市

広
島
県
広
島
市

山
形
県
山
形
市

山
形
県
鶴
岡
市

東
京
都
東
村
山
市

山
形
県
尾
花
沢
市

和
歌
山
県
和
歌
山
市

東
京
都
渋
谷
区

神
奈
川
県
川
崎
市

山
形
県
朝
日
町

山
形
県
南
陽
市

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞　

山
形
大
学
附
属
中

優
秀
賞

　

山
形
大
学
附
属
中

河
北
町
立
河
北
中

入
選

　

小
国
町
立
叶
水
中

白
鷹
町
立
東
中

河
北
町
立
河
北
中

山
形
大
学
附
属
中

山
形
大
学
附
属
中

　

白
鷹
町
立
西
中

酒
田
市
立
飛
鳥
中

河
北
町
立
河
北
中

酒
田
市
立
飛
鳥
中

河
北
町
立
河
北
中

河
北
町
立
河
北
中

白
鷹
町
立
西
中

【
小
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞

　

飯
豊
町
立
第
二
小

優
秀
賞

飯
豊
町
立
第
二
小

白
鷹
町
立
蚕
桑
小

入
選

　

白
鷹
町
立
鮎
貝
小

白
鷹
町
立
蚕
桑
小

白
鷹
町
立
鮎
貝
小

　

飯
豊
町
立
第
二
小

飯
豊
町
立
第
二
小

ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団

小
国
町
立
叶
水
小

飯
豊
町
立
第
二
小

白
鷹
町
立
荒
砥
小

白
鷹
町
立
鮎
貝
小

白
鷹
町
立
蚕
桑
小

白
鷹
町
立
鷹
山
小

白
鷹
町
立
鮎
貝
小

寒
河
江
市
立
白
岩
小

白
鷹
町
立
荒
砥
小

寒
河
江
市
立
白
岩
小

寒
河
江
市
立
白
岩
小

白
鷹
町
立
荒
砥
小

ア
ー
ト
キ
ッ
ズ
団

白
鷹
町
立
荒
砥
小

白
鷹
町
立
荒
砥
小

白
鷹
町
立
荒
砥
小

白
鷹
町
立
鮎
貝
小

白
鷹
町
立
荒
砥
小

白
鷹
町
立
荒
砥
小

飯
豊
町
立
第
二
小

飯
豊
町
立
第
二
小

飯
豊
町
立
第
二
小

白
鷹
町
立
荒
砥
小

　

白
鷹
町
立
荒
砥
小

白
鷹
町
立
鮎
貝
小

白
鷹
町
立
鮎
貝
小

白
鷹
町
立
荒
砥
小

「
う
ら
ら
か
、
三
月
の
画
廊
」

　

絵
画
、
工
芸
、
写
真
、
イ

ラ
ス
ト
な
ど
、
幅
広
い
分
野

の
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

に
よ
る
素
敵
な
春
の
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

3
月
14
日
（
金
）

〜
３
月
22
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
７
時

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

▼
入
場
料　

無
料

▼
内
容　

置
賜
地
区
で
活
動

す
る
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

よ
る
作
品
展
示
、
作
品
等
の

販
売
、
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
、
交
流
会
な
ど

※
交
流
会
は
３
月
15
日（
土
） 

午
後
６
時
よ
り
、
あ
ゆ
ー
む

に
て
行
い
ま
す
。（
事
前
申
込

制
、
会
費
１
０
０
０
円
で
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

イ
ベ
ン
ト
等
の
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
文
化

フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局
（
置
賜

総
合
支
庁
地
域
振
興
課
内
）

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
１
８ 
■
問
い
合
わ
せ

　

梅
津
五
郎
芸
術
賞
公
募
展
事
務
局

（
あ
ゆ
ー
む
内
）
☎
85

－

９
０
７
１

　

白
鷹
町
が
生
ん
だ
洋
画
家
・
梅

津
五
郎
の
没
後
10
周
年
を
記
念
し

て
、
梅
津
五
郎
芸
術
賞
を
創
設
し
、

第
１
回
全
国
絵
画
公
募
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
応
募
総
数
は
、
一
般
の
部
（
高

校
生
以
上
）
92
点
、
小
学
生
の

部
１
７
４
点
、
中
学
生
の
部
64
点

（
小
・
中
学
生
の
募
集
は
県
内
の

み
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
作
品
は
、
松
田
茂
（
日
展
評
議

員
・
東
光
会
副
理
事
長
）
、
武
田

敏
雄
（
日
展
審
査
員
・
示
現
会
山

形
支
部
長
）、
郷
間
正
観（
寒
河
江

市
美
術
館
名
誉
館
長
・
画
家
）
の

３
氏
に
審
査
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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“サイエンス”とは「自然の科学」のこと。
みんなの周りには、不思議な“サイエンス”がいっ
ぱいあります。
「しらたかサイエンスクラブ」で一緒に楽しい活動
をしませんか？

▼対象　小学４年生～中学３年生（保護者やお兄ち
　ゃんお姉ちゃんと一緒の場合はこの限りでありま
　せん。）
▼年会費　3,000円（活動内容により材料費などが
　必要になることもあります。）
▼活動日　毎月１回（日曜日または休日）
▼活動時間　午前９時～昼12時まで（プログラムに
　より変更の場合もあります。）
▼活動場所　中央公民館ほか
▼申込期限　３月31日（月）　
▼クラブ入団式・第１回活動　
　　日程：４月20日（日） 　
　　会場：荒砥地区公民館
▼指導・運営　しらたかサイエンスクラブ運営委員会
　　　　　　　（高山義則団長 ほか13名）
■申し込み・問い合わせ　中央公民館　担当：川部
　☎85－6143　FAX85－2183　
　または　団長：高山義則宅　☎／ FAX  85－2354

学校支援地域本部事業

　西中学校区（西中、蚕桑小、鮎貝小）では、「学校
支援地域本部事業」に取り組んでいます。この事業
は、学校と地域との連携体制の構築を図り、より地
域に開かれた学校にしていくこと、また、子どもた
ちの良好な学習環境を作っていくことを目的として
います。
　今年度は、ボランティアとして約130名のかたが
たに登録いただき、学校行事の準備運営や校舎周辺
の環境整備等にご協力いただきました。

今年度の主な実施内容
●学習支援…総合学習での講師、本の読み聞かせなど
●環境整備支援…校舎周辺の草刈り、雪囲い作業や図
　書整理など
●安全確保…生徒の自転車安全点検など
●学校行事支援…校内陸上大会の準備や運営、文化祭
　各ブースでの講師など

サイエンス
すんべ !!

　他にも、部活動やス
キー教室での指導、花

壇の整備等にもご協力

いただきました。

■問い合わせ　白鷹町教育委員会生涯学習係
　☎85－6146　ＦＡＸ85－2183

白
鷹
人
育
成
基
金
（
白
鷹
人
育
成
事
業
）

平
成
25
年
度
し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
実
施
報
告
会

「
し
ら
た
か
夢
未
来
発
掘
事
業
」

で
は
、
採
択
さ
れ
た
６
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
、
町
の
次
代
を
担
う

人
材
の
育
成
と
な
る
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

６
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
今
年
度
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
「
事
業

実
施
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
い
つ　

３
月
24
日
（
月
）　

　

午
後
７
時
〜

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館　

　

３
階　

大
会
議
室

▼
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接

　

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
ご
覧
い

　

た
だ
け
ま
す
。

▼
報
告
事
業
及
び
グ
ル
ー
プ

（
敬
称
略
）

・
し
ら
た
か
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

　

し
ら
た
か
若
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

（
代
表　

横
山
和
浩
）
※

・
し
ら
た
か
応
援
団
育
成
塾

　

し
ら
た
か
応
援
団
（
仮
）　　

　

（
代
表　

清
野
隆
博
）
※

・
プ
ロ
と
名
乗
れ
る
後
継
者
育
成

　

ホ
ワ
イ
ト
イ
ー
グ
ル
ス

　

（
代
表　

紺
野
正
光
）

・
若
者
よ
さ
こ
い
交
流
事
業

　

よ
さ
こ
い
白
鷹
櫻
鷹
會

　

（
代
表　

奥
山
さ
ち
子
）

・
種
ま
き
は
じ
め
ま
し
た

　

恋
の
種
ま
き
桜
実
行
委
員
会　

　

（
代
表　

新
野
学
）

・
し
ら
た
か
Ｐ
Ｒ
大
作
戦

　

白
鷹
町
商
工
会
青
年
部

　

（
代
表　

川
井
竜
雄
）

※
２
団
体
に
つ
い
て
は
、
３
年
間

の
最
終
年
度
報
告
と
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課
企
画
室
企
画
調
整
係　

　

☎
85

－

６
１
２
３
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白
鷹
町
少
年
少
女
合
唱
団　

　
　

    

第
３
回
定
期
演
奏
会

▼
い
つ　

３
月
22
日（
土
）   

午
後

１
時
開
演
（
昼
12
時
30
分
開
場
）

▼
ど
こ
で　

あ
ゆ
ー
む

▼
入
場
料　

無
料
（
た
だ
し
整
理

券
が
必
要
で
す
）

▼
整
理
券
取
扱
い　

あ
ゆ
ー
む
、

各
地
区
公
民
館
、
中
央
公
民
館
、

教
育
委
員
会

▼
主
な
曲
目
「
ド
レ
ミ
の
う
た
」

「
ト
ゥ
モ
ロ
ー
」
ほ
か

＊
特
別
出
演　

鮎
貝
語
り
部
ク
ラ

ブ
、
長
井
高
校
音
楽
部
の
皆
さ
ん

平
成
26
年
度
団
員
募
集
中
！

　

保
育
園
年
長
児
か
ら
中
学
生
ま

で
入
団
で
き
ま
す
。
男
子
大
歓
迎

で
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
／
教
育

委
員
会
文
化
振
興
係
内　

☎
85

－

６
１
４
６

募　集

　

系
バ
ン
ド
）　

な
ど

※
応
募
状
況
に
よ
り
、
男
女
比
率

や
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費　

男
性
２
５
０
０
円　

女
性
１
５
０
０
円

▼
申
し
込
み　

参
加
ご
希
望
の
か

た
は
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
、
3
月
13
日（
木
）

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.okikou

.or.jp
/

lovew
agon/info.htm

l

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
広
域
行
政

事
務
組
合
総
務
課
企
画
財
政
係

☎
０
２
３
８

－
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－

３
２
４
６

　
　「

関
西
山
形
県
人
会
」
会
員
募
集

　　

「
関
西
山
形
県
人
会
」
は
、
関

西
２
府
４
県
に
居
住
す
る
山
形
県

出
身
者
と
縁
故
者
で
構
成
し
て
い

ま
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
風
土
を
同

じ
く
す
る
仲
間
が
集
っ
て
故
郷
を

語
ら
い
、
懐
か
し
み
、
そ
し
て
応

援
し
て
い
る
親
睦
会
で
す
。
会
に

は
「
置
賜
会
」
も
あ
り
、
置
賜
地

方
８
市
町
の
出
身
者
で
も
親
睦
を

深
め
て
い
ま
す
。

「
し
ら
た
か
古
典
桜

　
　
　
　
　

in
あ
ゆ
ー
む
展
」　

　　

４
月
19
日
よ
り
、
第
３
回
「
し

ら
た
か
古
典
桜
in
あ
ゆ
ー
む
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
白
鷹
町
の
古
典

桜
６
本
が
新
た
に
県
の
天
然
記
念

物
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
を
祝
っ
て

の
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
て
い
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

※
桜
を
テ
ー
マ
に
し
た
絵
画
・
写

真
・
工
芸
・
手
芸
な
ど
の
展
示
作

品
を
公
募
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

文
化
交
流
セ
ン
タ
ー　

あ
ゆ
ー
む

古
典
桜
係　

☎
85

－
９
０
７
１

お
き
た
ま
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ワ
ゴ
ン
企
画

「
シ
ュ
ミ
カ
ラ
コ
ン
」
開
催

　

置
賜
３
市
５
町
の
若
者
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
す
る
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
お
き
た
ま
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
ワ
ゴ
ン
」

の
第
３
弾
。
今
回
は
、
カ
ラ
オ
ケ

の
ジ
ャ
ン
ル
毎
に
参
加
者
を
募
集

し
、
共
通
の
趣
味
を
持
っ
た
か
た

同
士
で
歌
っ
て
楽
し
む
「
シ
ュ
ミ

カ
ラ
コ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
い
つ　

３
月
21
日
（
金
・
祝
）

午
後
２
時
〜
５
時

▼
ど
こ
で　

南
陽
市
「
カ
ラ
パ
ラ

南
陽
店
」（
宮
内
７
８
５

－

１
２
）

▼
募
集
人
数　

25
〜
40
歳
ま
で
の

男
女
各
24
人
の
計
48
人

※
左
記
の
①
〜
⑥
よ
り
ご
希
望
の

枠
を
選
び
、
同
性
２
人
１
組
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

①
『
ア
ニ
ソ
ン
』
枠

②
『
Ｌ
Ｄ
Ｈ
』枠（
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
・

　

Ｅ-

ｇ
ｉ
ｒ
ｌ
ｓ
な
ど
）

③
『
ゆ
ず
』
枠

④
『
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
』
枠

⑤
『
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ｙ　

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｋ

　

Ｅ
Ｙ　

Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ
Ｓ
』
枠

⑥
『
Ｖ
盤
』
枠
（
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
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国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

　

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員
採

用
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
試
験
・

大
卒
程
度
試
験
）
及
び
一
般
職
試

験
（
大
卒
程
度
試
験
）
を
実
施
し

ま
す
。

　

申
し
込
み
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
り
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
総
合
職
試
験
…
（
院
卒
者
試
験

・
大
卒
程
度
試
験
）

▼
申
込
受
付
期
間　

４
月
１
日（
火
）　

午
前
９
時
〜　

４
月
８
日（
火
）当
日
受
信
有
効

▼
第
一
次
試
験　

４
月
27
日（
日
）

○
一
般
職
試
験
…
（
大
卒
程
度
試

験
）

▼
申
込
受
付
期
間

４
月
９
日（
水
）午
前
９
時
〜　
　

４
月
21
日（
月
）当
日
受
信
有
効

▼
第
一
次
試
験　

６
月
15
日（
日
）

※
申
込
方
法
や
受
験
資
格
等
、
詳

し
く
は
、
左
記
の
人
事
院
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http

://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/

saiyo.htm

■
問
い
合
わ
せ　

人
事
院
東
北
事

務
局
第
二
課
試
験
係

☎
０
２
２

－

２
２
１

－

２
０
２
２

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

▼
受
験
資
格

○
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
者

▼
試
験
日

第
一
次
試
験
…
６
月
８
日（
日
）

第
二
次
試
験
…
７
月
16
日（
水
）　

　
　
　
　
　

〜
７
月
18
日（
金
）

▼
申
込
書
交
付
場
所　

山
形
労
働
局
総
務
課

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

8
２
2
１

米
沢
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
２
３
８

－
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－

７
１
２
０

▼
申
込
書
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

４
月
１
日（
火
）　

午
前
９
時
〜

4
月
14
日（
月
）当
日
受
信
有
効

○
郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合

４
月
１
日（
火
）〜
４
月
２
日（
水
）

※
受
付
期
間
が
短
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
場
所　

宮
城
労
働
局

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
総
務
課
人
事
係

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

８
２
２
１
広告

　

会
で
は
随
時
、
会
員
を
募
っ
て

い
ま
す
。
関
西
在
住
の
ご
家
族
や

ご
親
戚
、
知
人
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
入
会
の
お
声
が
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
会
の
活
動
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。

http://kansai-yam
agata.com

■
問
い
合
わ
せ

関
西
山
形
県
人
会
事
務
局
（
山
形

県
大
阪
事
務
所
内
）

☎
０
６

－

６
３
４
１

－

６
８
１
６

ワ
ラ
ビ
ポ
ッ
ト
苗
栽
培
技
術
研
修
会

　

初
心
者
の
か
た
で
も
手
軽
に
始

め
ら
れ
る
ワ
ラ
ビ
ポ
ッ
ト
苗
を
使

っ
た
ワ
ラ
ビ
栽
培
の
研
修
会
で
す
。

▼
い
つ　

３
月
20
日(

木
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
ど
こ
で　

お
ぐ
に
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー　

集
会
室
（
小
国
町
大
字

岩
井
沢
７
０
４
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

50
人

※
ワ
ラ
ビ
ポ
ッ
ト
苗
づ
く
り
実
習

も
行
い
ま
す
の
で
、
軍
手
を
持
参

の
う
え
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

置
賜
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
普
及

担
当

☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
６
３

国
税
専
門
官
採
用
試
験

▼
受
験
資
格

○
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
平
成
５

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
た
者

▼
試
験
日

第
一
次
試
験
…
６
月
８
日（
日
）

▼
受
験
申
込
方
法

受
験
申
し
込
み
は
、
原
則
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
と
す
る
。

郵
送
ま
た
は
持
参
用
受
験
申
込
書

の
請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
、

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は

人
事
院
東
北
事
務
局
ま
で
。

▼
申
込
書
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合

４
月
１
日（
火
）4
月
14
日（
月
）

○
郵
送
ま
た
は
持
参
の
場
合

４
月
１
日（
火
）〜
４
月
２
日（
水
）

※
受
付
期
間
が
短
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係

☎
０
２
２

－

２
６
３

－

１
１
１
１
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広告

おしらせ

地
域
の
文
化
活
動
を
応
援
し
ま
す

　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
置

賜
地
域
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
平
成

26
年
度
に
企
画
運
営
す
る
文
化
イ

ベ
ン
ト
等
の
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
の
で
配
達
員
へ
お
渡

し
く
だ
さ
い
。
ご
不
在
等
で
渡
せ

な
か
っ
た
場
合
は
、
左
記
の
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、
改
め

て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ

セ
ン
タ　

平
日
午
前
９
時
〜
５
時

☎
０
１
２
０

－

５
０
６
３
０
９

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院

「
が
ん
患
者
相
談
室
」
の
ご
案
内

　

山
形
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で

は
、「
が
ん
」
に
関
す
る
治
療
や
検

査
、
療
養
や
痛
み
の
悩
み
、
医
療

費
な
ど
、
患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の

不
安
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
の
相

談
窓
口
と
し
て
「
が
ん
患
者
相
談

室
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
専
任

相
談
員
の
看
護
師
が
対
応
い
た
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

▼
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
（
土
日
祝
日
を
除
く
）

▼
相
談
場
所　

が
ん
患
者
相
談
室

※
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
の
左
側
で
す
。

▼
相
談
方
法　

対
面
相
談
ま
た
は

電
話
相
談
（
左
記
の
番
号
へ
）

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
大
学
医
学

部
附
属
病
院
が
ん
患
者
相
談
室

☎
０
２
３

－

６
２
８

－

５
１
５
９

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
へ
の

対
応
は
お
済
み
で
す
か
？

　

高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
改
正

さ
れ
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
、

事
業
主
に
、
希
望
者
全
員
を
65
歳

ま
で
雇
用
す
る
制
度
の
導
入
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

制
度
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
定

年
年
齢
の
引
き
上
げ
②
希
望
者
全

員
を
対
象
と
す
る
継
続
雇
用
制
度

の
導
入
③
定
年
の
定
め
の
廃
止
の

い
ず
れ
か
の
対
応
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

長
井　

☎
84

－

８
６
０
９

労
働
基
準
監
督
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　

県
内
で
次
の
事
業
を
営
む
使
用

者
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
（
臨
時
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト

等
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る
特
定

（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

○
電
気
機
械
器
具
等
製
造
業

　

１
時
間　

７
４
０
円

○
一
般
産
業
用
機
械
等
製
造
業

　

１
時
間　

７
５
４
円

○
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業

　

１
時
間　

７
５
６
円

○
自
動
車
整
備
業

　

１
時
間　

７
５
８
円

※
い
ず
れ
も
平
成
25
年
12
月
25
日

▼
対
象
事
業
の
例

○
置
賜
地
域
の
文
化
資
源
を
活
用

し
た
文
化
事
業

○
こ
ど
も
た
ち
に
よ
る
文
化
芸
術

活
動
の
発
表
や
交
流
を
行
う
文
化

イ
ベ
ン
ト

○
市
町
の
枠
を
超
え
た
複
数
の
団

体
に
よ
る
文
化
事
業

○
次
世
代
の
文
化
を
担
う
人
材
の

育
成
を
目
的
と
す
る
事
業

▼
支
援
内
容　

共
催
負
担
金
（
最

大
４
０
万
円
）
を
負
担
し
ま
す
。

▼
募
集
締
切　

４
月
30
日
（
水
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

置
賜
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
務
局

（
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
地
域
振

興
課
）

☎
０
２
３
８

－
26

－

６
０
１
８

よ
り

　

な
お
、
上
記
に
該
当
し
な
い
労

働
者
は
山
形
県
最
低
賃
金
（
１
時

間
６
６
５
円
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室

☎
０
２
３

－

６
２
４

－
８
２
２
４

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
免

状
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士

の
義
務
と
し
て
、
消
防
法
令
で
は
、

免
状
公
布
の
日
か
ら
10
年
以
内
ご

と
に
写
真
の
書
き
換
え
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
規
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
だ
写
真
の
書
き
換
え
を
さ
れ

て
い
た
い
か
た
は
速
や
か
に
手
続

き
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
書
換
申
請
書
は
各
消
防
本
部
に

備
え
て
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部

☎
０
２
３

－

６
３
１

－

０
７
６
１

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
山
形
県

版
の
新
し
い
電
話
帳
を
４
月
中
に
、

順
次
、
各
家
庭
や
事
業
所
へ
お
届

け
い
た
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の

電
話
帳
は
、
お
届
け
の
際
に
回
収



25　

お
詫
び
と
訂
正

「
広
報
し
ら
た
か
２
月
12
日
号
」

８
ペ
ー
ジ
の
深
山
観
音
堂
に
つ

い
て
掲
載
の
表
記
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂

正
い
た
し
ま
す
。

誤
…
国
宝
深
山
観
音
堂

正
…
国
指
定
重
要
文
化
財
深
山

　
　
観
音
堂

平成26年度文書配付計画

☎

広告

　 荻 原 次 晴 講 演 会
　－次に晴れればそれでいい－

▼い　つ　３月21日（金）春分の日　
▼どこで　文化交流センター「あゆーむ」
▼時　間　午後２時開演（午後１時30分開場）
▼定　員　200  人
▼入場無料
　※整理券が必要です。お早めにお求めくだ
　　さい。
▼整理券取扱い　教育委員会・中央公民館・
　　　　　　　　各地区公民館

■問い合わせ　
　教育委員会生涯学習係　☎85－6146

あ
な
た
の
一
歩
を
応
援
し
ま
す
！

　　

「
置
賜
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」
で
は
、
若
者
の
職
業
的

自
立
支
援
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
を
し
た
こ
と
が
な

く
不
安
…
、
人
間
関
係
が
う
ま
く

い
か
な
い
…
、
ま
た
、
不
登
校
や

高
校
中
退
後
の
進
路
の
悩
み
な
ど

を
抱
え
て
い
る
か
た
や
そ
の
ご
家

族
と
相
談
し
、
個
々
の
状
況
や
要

望
に
合
わ
せ
た
支
援
を
し
て
い
ま

す
。

　

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の

活
動
に
は
す
べ
て
無
料
で
参
加
で

き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・
就
労
や
進
学
に
向
け
て
の
個
別

相
談
、
履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接

の
対
応
の
し
か
た
等
の
指
導

・
高
卒
認
定
試
験
や
各
資
格
取
得

に
向
け
た
学
習
の
サ
ポ
ー
ト

・
地
域
の
事
業
所
で
の
職
場
体
験

や
職
場
見
学
、
最
長
１
週
間
の
ア

ル
バ
イ
ト
体
験

・
農
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ス
ポ
ー
ツ

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
へ
の
参
加

・
臨
床
心
理
士
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

相
談

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
若
者
サ
ポ

ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
０
２
３
８

－

33

－

９
１
３
７

http

://w
w
w
.okisapo.com



住所　　 氏　　名 年齢

十　王　佐　藤　寛　司　88
荒砥甲　川　部　おうめ　89
荒砥甲　　　津　よ　う　102
十　王　海老名　慶　子　77
高　玉　金　田　長　衞　81
畔　藤　　　藤　　　　　96
中　山　大　滝　キミヨ　80
鮎　貝　稲　葉　茂三郎　89
十　王　新　納　　実　　56
荒砥甲　安　達　　　し　92
畔　藤　齋　藤　清　助　91
広　野　新　野　秀　夫　80
荒砥甲　丸　山　八重子　67
畔　藤　　菅　　み　の　99
荒砥甲　鈴　木　み　ゑ　91
荒砥乙　安　藤　　昭　　73
中　山　奥　山　ミ　イ　92
荒砥甲　梅　津　　榮　　89
畔　藤　伊　東　タツ子　94
十　王　佐　藤　幸　江　89
浅　立　工　藤　光　夫　85
佐野原　五十嵐　幸　江　91

高　玉 児玉
大樹 莉

り

　歩
ほ

春美

十　王 茂木
友博 理

り

央
お

都
と

智美

荒砥甲 丸山
真治 佳

か

奈
な

美
み

佳子

荒砥甲 船山
良太 凛

り

　桜
お

麻衣

畔　藤 平井
信幸 遥

はる

　馬
ま

有希子

荒砥乙 沼澤
徹 茜

あかね

美保

　　氏　　　名　　　 住所

（冨　樫　伸　一　　鮎　貝

樋　口　美　紀　　長井市

（田　畝　洋　一　　高　玉

板　倉　愛　子　　高　玉

　　　

　　

梅
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